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埼
玉
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西
部
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和
算
研
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人
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（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 飯

能
出
身
の
千
葉
歳
胤
（
二
） 

六
、
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
の
円
周
率 

歳
胤
は
『
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
』
の
中
で

天
径
を
求
め
る
た
め
だ
ろ
う
か
周
率
（
円
周
率
）

に
つ
い
て
述
べ
、
あ
る
漸
化
式
で
小
数
点
以
下
十

三
桁
ま
で
求
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
十
桁
ま
で
正

し
く
、
十
一
桁
目
も
四
捨
五
入
し
た
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
歳
胤
が
求
め
た
円
周
率
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。 

 

原
文
で
は
、
は
じ
め
に
「
藤
原
親
盈
先
生
門
人 

平
歳
胤
考
著
」
と
あ
り
、
続
け
て
す
ぐ
に
乗
率
と

除
率
の
次
の
よ
う
な
数
表
と
な
り
、
こ
れ
が
四
十

乗
ま
で
あ
り
ま
す
。 

続
い
て
次
の
よ
う
な
周
率
の
記
述
が
あ
り
ま
す

（
適
当
に
見
て
下
さ
い
）
。 

 
 
 

求
ム

二

円
径
率
及
ヒ

周
率
ヲ

一 

以
テ

二

径
一
十
寸
ヲ

一

更
ニ

為
ス

二

径
率
ト

一 

以
テ

二

円
半
径
五
寸
ヲ

一

為
ス

二

弧
矢
ト

一 

列
二

円
径
ヲ

一

以
テ

二

弧
矢
ヲ

一

乗
レ

之
得
ル

数
ヲ

四
因
メ

之
ヲ

為
ス

二

元
数
ト

一

乃
方 

式
数 

列
二

元
数
ヲ

一

以
テ

二

弧
矢
ヲ

一

乗
レ

之
以
テ

二

円
径
ヲ

一

除
キ

レ

之
ヲ

以
テ

二

廉
乗
率
ヲ

一

乗
シ

レ

之
ヲ 

如
ク

二

廉
除
率
ノ

一

而
モ 

一
ニ
メ

得
二

廉
成
数
ヲ

一

寸
下
得
テ

二

十
二
位
ヲ

一

止 

列
二

廉
成
数
一

以
二

弧
矢
一

乗
レ

之
以
二

円
径
一

除
レ

之
以

二

隅
乗
率
一

乗
レ

之
如
ク

二

隅
除
率
一 

而
モ

一
ニ
メ

得
二

隅
成
数
一

寸
下
得
テ

二

十
二
位
ヲ

一

止 

列
二

隅
成
数
一

以
二

弧
矢
一

乗
レ

之
以
二

円
径
一

除
レ

之
以

二

三
乗
ノ

乗
率
一

乗
レ

之
如
ク

二

三
乗
ノ 

除
率
一

而
モ

一
ニ
メ

得
二

三
乗
成
数
一

寸
下
如
レ

上
此
ノ

以
下
ハ

皆
ナ

倣
ヘ

レ

之
レ
ニ 

列
二

三
乗
成
数
一

以
二

弧
矢
一

乗
レ

之
以
二

円
径
一

除
レ

之

以
二

四
乗
ノ

乗
率
一

乗
レ

之
如
ク

二

四 

乗
除
率
一

而
モ

一
ニ
メ

得
二

四
乗
成
数
一

下
皆
ナ

如
ク

二

前
術
ノ

一

而
メ

到
二

四
十
乗
ニ

一

止 

如
メ

二

前
術
ノ

一

而
メ

所
レ

得
ル

之
成
数
如
シ

レ

左
ノ 

方 

元
数
二
百
寸
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

 

廉 

卅
三
寸
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三 

 

隅 
 

八
寸
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八
八 

 
 

三
乗 

二
寸
八
五
七
一
四
二
八
五
七
一
四
二 

 

四
乗 

一
寸
〇
一
五
八
七
三
〇
一
五
七
八
二 

 
 

五
乗 

〇
寸
三
八
四
八
〇
〇
三
八
四
八
〇
〇 

 

六
乗 

〇
寸
一
五
二
二
二
八
七
二
三
六
五
七 

 
 
 
    

 

（
こ
の
間
省
略
） 

 

卅
九

乗  

〇
寸
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
一 

 
 

四
十

乗  

〇
寸
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

共
ニ

四
十
位
相
併
テ

得
数
列
ス

レ

左
ニ 

二
百
四
十
六
寸
七
四
〇
一
一
〇
〇
二
七
四
九
四 

相
併
ル
ノ

数
即
チ

為
ス

二

半
円
周
巾
ト

一

故
ニ

平
方
ニ

開
キ

レ

之
ヲ

得
ル

数
乃
チ
？

半
円
周
也 

倍
メ

レ

之
ヲ

為
ス

二 

周
率
ト

一

如
シ

レ

左
ノ

求
ル

レ

径
ヲ

者
ハ

相
併
テ

為
シ

レ

実
ト

以
テ

二

半

周
巾
ヲ

一

為
シ

レ

法
ト

実
如
ク

レ

法
ノ

而
モ

一
ニ
メ

得
テ

二

円
径
一
十
寸
ヲ

一

即
チ

径
率
也 

周
率
三
十
一
寸
四
一
五
九
二
六
五
三
五
九
一
四 

欲
ル

レ

合
二

寸
下
立
位
ニ

一

故
ニ

求
二

寸
下
十
二
位
ニ

一

止
假

令
ヘ
ハ

如
ク

二

前
術
ノ

一

而
メ

欲
ル

レ

合
二

寸 

下
十
位
ヲ

一

者
ハ

求
テ

二

寸
下
二
十
位
ヲ

一

止
ミ

欲
ル

レ

合
二

寸

下
五
十
位
ニ

一

者
ハ

求
テ

二

寸
下
百 

位
ヲ

一

止
ミ

欲
ル

レ

合
二

寸
下
百
位
ヲ

一

者
ハ

求
二

寸
下
二
百
位

一

欲
レ

合
二

寸
下
三
百
位
ヲ

一

者
ハ 

求
二

寸
下
六
百
位
也
以
下
皆
倣
ヘ

レ

之
レ
ニ   

 
 

八
十

三
百

九
乗

二
十
四

三
百

九
乗

一
十
二

廉
四

廉

六
十
二

四
百

一
十
乗

〇
〇

四
百

一
十
乗

三
十
〇

隅 一
十
六

隅

五
十
二

五
百

一
十
一
乗

八
十
四

四
百

一
十
一
乗

五
十
六

三
乗

三
十
六

三
乗

五
十
〇

六
百

一
十
二
乗

七
十
六

五
百

一
十
二
乗

九
十
〇

四
乗

六
十
四

四
乗

五
十
六

七
百

一
十
三
乗

七
十
六

六
百

一
十
三
乗

一
百
三
十
二

五
乗

一
百
〇
〇

五
乗

七
十
〇

八
百

一
十
四
乗

八
十
四

七
百

一
十
四
乗

一
百
八
十
二

六
乗

一
百
四
十
四

六
乗

九
十
二

九
百

一
十
五
乗

〇
〇

九
百

一
十
五
乗

二
百
四
十
〇

七
乗

一
百
九
十
六

七
乗

二
十
二

一
千
一
百

一
十
六
乗

二
十
四

一
千
〇

一
十
六
乗

三
百
〇
六

八
乗

二
百
五
十
六

八
乗

除
率

乗
率

除
率

乗
率
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以
上
の
文
章
を
も
と
に
具
体
的
に
計
算
す
る
と

小
数
点
以
下
十
二
桁
ま
で
の
演
算
で
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

①
方10×

5×
4(

四
因)

＝200 

→
こ
れ
が
元
数 

②
廉
（200×

5÷
10

）×
4(

廉
乗
率)÷

12(

廉
除
率)

＝33.333333333333 

③
隅
（33.333333333333

×
5
÷

10

）×
16(

隅
乗

率)÷
30(

隅
除
率)

＝8.888888888888 

④
三
乗
（8.888888888888×

5÷
10

）×
36(

三
乗

乗
率)÷

56(

三
乗
除
率)

＝2.8571422857142 

以
下
同
様
に
四
十
乗
ま
で
行
う
。 

⑤
四
十
乗
ま
で
求
め
た
値
を
全
て
加
算
す
る
と
、

246.740110027494 

原
文
の
値
を
合
計
す
る
と
こ
の
値
に
な
り
ま
せ

ん
。
十
五
乗
の0

寸000058179953

を 

0

寸

000085179953

、
二
十
一
乗
の

0

寸

000000833717

を0

寸000000823717

と
す
る

と
合
い
ま
す
。
原
文
の
誤
写
と
思
わ
れ
ま
す
。 

⑥2√
246.7410110027494

＝31.415926535914 

⑦
こ
の
値
を10

分
の1

に
し
て
「3.14159 26535 

914
 

」
の
円
周
率
を
得
る
。 

   

こ
の
値
は
小
数
点
以
下
十
桁
ま
で
正
し
い
で
す
。

な
お
、
原
文
の
計
算
値
は
小
数
点
以
下
十
二
、
十
三

桁
で
若
干
の
誤
差
が
あ
り
、
こ
れ
が
正
し
く
計
算
さ

れ
て
い
れ
ば
十
二
桁
ま
で
正
し
い
値
が
得
ら
れ
て

い
た
筈
で
す
。
こ
れ
ら
の
計
算
に
は
多
大
な
労
力
を

要
す
る
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
求
め
方
を
ま
と
め
る
と
式
１
の
よ
う

な
漸
化
式
と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
筆
者
は
、「
寸
下
五
十
位
に
合
せ
欲
す
る
者
、

寸
下
百
位
を
求
め
て
止
め･･･

」
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に

し
て
こ
の
式
を
使
い
精
度
を
上
げ
て
計
算
し
、
因
み

に
小
数
点
以
下
千
桁
ま
で
求
め
て
み
ま
し
た
が
、
全

く
正
し
い
値
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
に
述
べ

る
よ
う
に
こ
の
式
が
公
式
そ
の
も
の
に
な
る
も
の

だ
か
ら
当
然
の
帰
結
で
も
あ
り
ま
す
。 

   
        

 

さ
て
、
式
１
は
ど
の
よ
う
に
し
て
導
か
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
歳
胤
自
身
が
考
え
た
の

で
は
な
く
、
建
部
賢
弘
が
導
い
た
式
で
あ
る
よ
う
で

す
。
建
部
賢
弘
は
『
綴
術
算
経
』
の
「
探
弧
数
第
十

二
」
の
中
で
式
２
に
示
す
よ
う
な
弧
背
の
式
を
帰
納

的
に
算
出
し
て
い
ま
す
（
こ
こ
で
は
帰
納
的
に
求
め

た
と
い
う
の
が
ミ
ソ
で
あ
ろ
う
）
。 

 

こ
の
式
は
さ
ら
に
無
限
級
数
に
展
開
さ
れ
、
著
名

な
数
学
者
オ
イ
ラ
ー
（
一
七
〇
七
～
八
三
）
の
無
限

級
数
の
式
よ
り
時
代
的
に
先
行
し
て
求
め
ら
れ
た

も
の
と
し
て

有
名
に
な
り

ま
す
が
、
式

２
の
形
か
ら

は
オ
イ
ラ
ー

の
展
開
式
は

す
ぐ
に
は
な

か
な
か
結
び

つ

き

ま

せ

ん
。
『
綴
術

算
経
』
の
後
に
刊
行
さ

れ
た
賢
弘
の
『
円
理
弧

背
術
』
で
は
式
２
の
係

数
は
式
３
の
よ
う
に
表

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
値
は
表
１
の
値
そ

の
も
の
で
す
。
つ
ま
り

式
１
の
漸
化
式
は
式
３

の
係
数
を
用
い
、
式
２

でd =10､c =5

と
し
、

2s 

と
し
て
一
気
に
円

周
を
求
め
る
た
め
に√

(

ル
ー
ト)

の
中
に
「
４
」
と
い
う
因
子
を
導
入
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
建
部
賢
弘
―
中
根
元
圭
―
幸

田
親
盈
―
今
井
兼
庭
・
千
葉
歳
胤
と
い
っ
た
流
れ
の

中
で
歳
胤
は
こ
の
式
を
勉
強
し
、
こ
の
よ
う
に
応
用

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
疑
問
な
の

は
賢
弘
が
『
綴
術
算
経
』
の
中
で
す
で
に
四
十
桁
以

式１ 歳胤が計算した式 

　　･･････

六差　、七差五差　六差

四差　、五差三差　四差

二差　、三差一差　二差

元数　、一差　元数

差＋･･･元数＋一差＋二差＋三　　

は矢）は直径、　　

の算出式十二における弧背　綴術算経の探弧数第

d

c

d

c

d

c

d

c

d

c

d

c

d

c
cd

s

cd

s

154

7
)(

137

62
)(

113

5
)(

95

42
)(

72

3
)(

53

22
)(

31

1
)(

2

(

22

22

22

2





































。となって一律に書ける

　　　　　　　　　

ずると

を乗を乗じ、奇項のそれには、偶項の分母子に

　

式２の係数

２

1615

14
,  

1413

12
 ,

1211

10
 ,  

109

8
  ,

87

6
   ,

65

4
   ,

43

2

22

154

7
  ,  

137

62
  ,  

113

5
  ,  

95

42
  ,  

72

3
  ,  

53

22
  ,  

31

1

2222222

222222

















式２ 綴術算経の弧背の式 式３ 係数の変形 

が円周率となる。

０分の１だから、上記周率の１
径率

周率
円周率＝

は径率であり、、　弧矢は円半径また、　

乗除率といっている。のときは　　　

で隅除率、のとき　　　

で廉除率、のときは、

乗乗率といい、のときは　　　　

で隅乗率、のとき　　　　　

で廉乗率、のとき　は、

なお、

10)(  5

3

302

121

3

162

41)2( 2

nn

n

nb

nn

n

nn

n






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2004510

110
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1
0
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
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b
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nnn
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n
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、　

、　

但し、


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

40

1

2

1
0

10

)2(5
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n n
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上
の
円
周
率
を
求
め
て
い
る
の
に
、
敢
え
て
も
っ
と

も
ら
し
く
十
三
桁
ま
で
求
め
て
い
る
の
は
理
解
に

苦
し
む
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
歳
胤
は
実
用
性
を

重
視
し
、
天
径
を
求
め
る
に
は
そ
れ
以
上
の
精
度
は

不
要
と
で
も
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

な
お
、
二
十
六
年
後
の
天
明
四
年(

一
七
八
四)

に
、
歳
胤
の
門
人
で
も
あ
る
経
世
家
の
本
多
利
明
が

『
再
訂
三
條
図
解
』
の
冒
頭
で
歳
胤
と
全
く
同
じ
手

法
で
四
十
八
桁
ま
で
正
し
い
値
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

七
、
蝕
算
活
法
率 

歳
胤
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
蝕
算
活
法
率
』

百
八
十
五
巻
は
明
和
三
年(

一
七
六
六)

の
作
で
す
。

こ
の
書
は
本
文
の
最
初
に
活
法
暦
と
あ
る
こ
と
か

ら
『
蝕
算
活
法
暦
』、
あ
る
い
は
単
に
『
活
法
暦
』

と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

『
増
修
日
本
数
学
史
』
に
は
、「
蝕
算
活
法
率
百

八
十
五
巻
、
交
蝕
の
算
法
具
わ
れ
り
。
或
る
人
曰

く
、
渋
川
図
書
の
為
め
に
作
れ
り
と
。
こ
れ
或
は

然
か
ら
ん
」
と
あ
り
、
こ
の
文
章
に
対
し
て
三
上

義
夫
は
「
蝕
算
活
法
率
の
序
を
見
る
に
、
天
文
方

渋
川
図
書
の
為
め
に
作
れ
る
こ
と
明
か
な
り
」
と

注
書
き
し
て
い
ま
す
。
渋
川
図
書
光
洪
が
修
正
宝

暦
暦(

ほ
う
り
ゃ
く
れ
き)

作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
と
き

に
歳
胤
が
光
洪
の
た
め
に
作
成
し
た
と
い
わ
れ
る

根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。 

東
大
総
合
図
書
館
に
あ
る
『
蝕
算
活
法
率
』
は

明
治
の
写
し
で
（
明
治
廿
九
年
十
二
月
十
一
日
の

受
入
印
あ
り
）、首
巻
お
よ
び
蝕
算
活
法
率
一
か
ら

二
十
ま
で
の
二
十
一
冊
か
ら
成
り
、
各
冊
九
十
～

百
頁
、
計
約
二
千
頁
の
大
著
で
す
。
首
巻
に
は
三

つ
の
序
文
と
歳
胤
の
自
序
が
あ
り
ま
す
。
首
巻
の

活
法
暦
か
ら
終
盤
ま
で
は
暦
経
（
天
文
学
的
内
容

で
各
種
天
文
定
数
の
導
き
方
な
ど
の
説
明
）
で
あ

り
、
そ
の
後
か
ら
蝕
算
活
法
率
二
十
の
百
八
十
四

巻
ま
で
は
全
て
立
成
（
数
表
）
で
、
最
後
に
は
門

人
四
人
に
よ
る
跋
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
最
終
頁

に
遠
藤
利
貞
の
後
序
（
明
治
三
十
一
年
）
が
あ
り

ま
す
。
後
序
で
は
光
洪
ら
が
歳
胤
に
密
か
に
作
ら

せ
公
に
し
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
蝕
算
活
法
率
』
の
全
体
の
構
成
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

首
巻 蝕

算
活
法
率
序
（
明
和
丙
戌
年(

（
明
和
三
年

一
七
六
六
）)

十
一
月
丁
卯 

武
江
散
人
小
倉

永
世
無
隣
） 

  

蝕
算
活
法
率
序
（
明
和
丙
戌
年
十
一
月
丁
卯 

渋
川
源
光
洪
） 

  

蝕
算
活
法
率
序
（
明
和
三
年
歳
次
丙
戌
冬
十

一
月
丁
卯
日 

藤
盈
子
親
脩
序
） 

  

蝕
算
活
法
率
引
（
明
和
三
年
歳
次
丙
戌
十
一
月

丁
卯
日
本
江
都
散
士
千
葉
陽
生
平
歳
胤
自
引
） 

  

活
法
暦（
暦
経
）（
明
和
五
年
歳
次
戊
子
爲
元
） 

  

立
成
（
時
差
率
、
北
極
出
地(

筆
者
注
：
北
緯)

高
低
損
益
率
、
北
極
出
地
高
低
各
國
定
率
… 

蝕
算
活
法
率
一
（
巻
一
～
巻
九
） 

蝕
算
活
法
率
二
（
巻
一
十
～
巻
一
十
八
） 

蝕
算
活
法
率
三
（
巻
一
十
九
～
巻
二
十
七
） 

蝕
算
活
法
率
四
（
巻
二
十
八
～
巻
三
十
六
） 

       
 
 
: 

蝕
算
活
法
率
二
十
（
巻
一
百
七
十
五
～
巻
一
百

八
十
四
） 

跋(

明
和
三
年
丙
戌
冬
十
一
月
丁
卯 

門
人
四
人) 

  

遠
藤
利
貞
の
後
序
（
明
治
三
十
一
年
） 

 

こ
こ
で
は
歳
胤
の
自
序
を
次
に
示
し
た
い
。 

 
    

 

蝕
算
活
法
率
引 

授
時
暦
儀
曰
暦
法
踈
密
驗
在
交
食
也
然
則 

非
交
食
何
以
得
驗
焉
哉
從
古
歴
今
倭
漢
不 

  

得
其
正
如
何
北
極
有
高
低
日
躔
有
遠
近
而 

  

生
南
北
差
有
午
前
午
後
而
生
東
西
差
及
時 

  

差
黄
道
出
入
赤
道
而
有
直
有
斜
日
月
異
躔 

  

離
故
有
見
於
地
心
與
見
於
地
皮
之
差
而
生 

  

黄
白
二
交
進
退
之
差
也
元
郭
守
敬
立
相
减 

  

相
乗
及
自
相
乗
之
法
而
以
求
之
又
以
所
當 

  

午
中
赤
道
陰
暦
限
陽
暦
限
不
論
赤
道
以
南 

  

以
北
午
前
午
後
之
食
故
雖
以
親
未
全
密
干 

  

天
也
後
世
不
改
之
而
爲
然
而
無
不
依
此
法 

  

矣
守
敬
絶
倫
才
而
尚
未
盡
焉
予
謂
夫
交
食 

  

者
為
驗
暦
也
故
欲
知
其
正
委
思
有
年
而
漸 

  

雖
有
得
一
術
繁
多
而
不
昜
布
筭
故
寳
暦
壬 

  

午
春
取
其
一
二
以
著
一
葉
儀
術
明
和
甲
申 

之
初
夏
門
人
篠
山
光
官
石
河
貞
義
竹
田
近 

 

江
清
一
太
田
衣
佾
吉
原
六
郎
義
胤
佐
々
木 
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元
隆
秀
俊
佐
治
傳
兵
衛
庸
貞
鈴
木
與
兵
衛 

 
布
道
小
坂
雄
税
今
井
兼
庭
兼
庭
者
予
同
門
也
無
雙
筭
士 

  

相
倶
來
謂
予
曰
強
起
作
密
率
固
誶
不
許
倶 

  

筭
考
而
丙
戌
冬
終
成
全
部
一
百
八
十
五
巻 

  

號
蝕
筭
活
法
率
用
此
以
測
量
而
推
歩
則
殆 

  

無
毫
髪
之
差
云
爾
明
和
三
年
歳
次
丙
戌 

十
一
月
丁
卯
日
本
江
都
散
士
千
葉
陽
生
平 

歳
胤
自
引 

  

主
な
読
み
下
し
文 

授
時
暦
の
儀
曰
く
、
暦
法
の
疎
密
は
交
食
の
在
る

を
驗(

た
め)

す
な
り
。
然
れ
ど
も
即
ち
交
食
の
あ
ら

ざ
る
を
、
何
を
以
っ
て
驗(

た
め)

す
を
得
ん
や
、
焉

(

い
ず
く)

ん
ぞ
古
暦
に
従
い
今
和
漢
其
の
正
し
か

る
を
得
ざ
る
か
な
。
北
極
は
高
低
有
り
日
躔(

に
っ

て
ん)

は
遠
近
有
り
、
す
な
わ
ち
南
北
差
の
生
じ
る

は
午
前
午
後
に
有
り
、
東
西
差
及
び
時
差
の
生
じ

る
は
、
黄
道
の
出
入
り
と
赤
道(

に
有
り)

。
直
有

り
斜
有
り
日
月
は
躔
離(

て
ん
り)

異
な
る
地
心
に

於(

お
い)

て
見
る
故
に
、
地
皮
の
差
を
見
る
を
與

(

あ
た
え)

る
。
す
な
わ
ち
黄(

道)

白(

道)

の
二
交
は

進
退
の
差
を
生
じ
る
な
り
。･･･

略･･･ 

故
に
宝

暦
壬
午(

一
七
六
二
年)

春
、
そ
の
一
二
を
取
っ
て

以
っ
て
一
葉
儀
術
を
著
す
。明
和
甲
申(

一
七
六
四

年)

の
初
夏
、
門
人
篠
山
光
官
、
石
河
貞
義
、
竹
田

近
江
清
一
、
太
田
衣
佾
、
吉
原
六
郎
義
胤
、
佐
々

木
元
隆
秀
俊
、
佐
治
伝
兵
衛
庸
貞
、
鈴
木
与
兵
衛

布
道
、
小
坂
雄
税
、
今
井
兼
庭
（
兼
庭
は
予
の
同

門
、
無
双
の
算
士
也
）
相
い
具
し
て
来
た
り
て
謂

う
、
予
曰
く
、
強
い
て
起(

た)

ち
て
密
か
に
率
を

作
る
。
固
誶(

こ
す
い)

（
か
た
く
な
に
辞
し
た
が
）
し
、

許
さ
れ
ず
、
倶(

と
も)

に
算
を
考
え
、
丙
戌
の
冬
、

全
部
百
八
十
五
巻
号
の
蝕
算
活
法
率
（
此
れ
を
用

い
、
以
っ
て
測
量
推
歩
、
す
な
わ
ち
殆
ん
ど
豪
髪

の
差
無
く
と
云(

い)

う
の
み
。）
を
成
し
て
終
わ
る
。

日(?)

明
和
三
年
の
歳
次(

時)

丙
戌
十
一
月
丁
卯
、

日
本
江
都
散
士
千
葉
陽
生
平
歳
胤
自
引 

  

歳
胤
の
こ
の
自
序
に
は
、『
一
葉
儀
術
』
と
い
う

書
物
の
経
緯
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
重
要
な

の
は
「
強
い
て
起
ち
て
密
か
に
率
を
作
る
。
固
誶

し
、
許
さ
れ
ず
、
倶
に
算
を
考
え
、
丙
戌
の
冬
、

全
部
百
八
十
五
巻
号
の
蝕
算
活
法
率
を
成
し
て
終

わ
る
」
と
い
う
部
分
で
す
。
あ
た
か
も
強
要
さ
れ

秘
密
裏
に
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
強

要
の
程
度
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
部
分
を
も
っ
て
光
洪
が
修
正
宝
暦
暦
作
成
に

携
わ
っ
て
い
た
と
き
に
、
歳
胤
が
光
洪
の
た
め
に

『
蝕
算
活
法
率
』
を
作
成
し
た
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
、
そ
の
根
拠
の
個
所
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

八
、
重
栄
か
栄
重
か 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
を
書
い
て
い
る
と
き
に
、

伊
能
忠
敬
記
念
館
に
あ
る
歳
胤
の
『
蝕
算
活
法
暦
』

に
、「
寛
政
元
年
己
酉
卯
月
十
五
日 
上
毛 

重
栄

写
之
」
と
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。 

 

執
筆
当
時
は
、上
毛
の
算
学
の
祖
と
言
わ
れ
る
小

野
栄
重
（1763

～1831

）
か
な
と
思
っ
た
時
期
も

あ
り
ま
す
。
仮
に
栄
重
と
す
れ
ば
26
歳
の
と
き
で
、

伊
能
忠
敬
記
念
館
に
あ
る
の
も
忠
敬
の
第
４
次
測

量
に
従
っ
た
経
緯
な
ど
を
考
え
る
と
辻
褄
が
合
う

よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
若
い
と
き
重
栄
と
称

し
、
そ
の
後
逆
に
し
て
栄
重
と
称
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
得
る
の
か
は
疑
問
が
あ
り
、
や
は
り
重

栄
の
正
体
は
不
明
と
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
執

筆
後
も
気
に
な
っ
て
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
若

干
の
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
も
っ
て

重
栄
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
不
明
で
す
。 
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し
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差
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